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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーと、
　２官能の（メタ）アクリレートモノマーと、
　ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーと、
　光重合開始剤とを含有し、
　前記３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーの含有量が、５～５０質量％であり、
　前記２官能の（メタ）アクリレートモノマーの含有量が、５～５０質量％であり、
　前記ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーの含有量が、４０～８０
質量％であり、
　光重合したときの厚み８０μｍにおける破断伸度が、３５％以上である光硬化性組成物
。
【請求項２】
　光重合したときの厚み８０μｍにおけるマルテンス硬度が、１００Ｎ／ｍｍ２以上であ
る請求項１記載の光硬化性組成物。
【請求項３】
　前記破断伸度が、６０％以下である請求項１又は２記載の光硬化性組成物。
【請求項４】
　前記光重合開始剤が、アセトフェノン系光重合開始剤である請求項１乃至３のいずれか
１項に記載の光硬化性組成物。
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【請求項５】
　平均粒子径が１０ｎｍ以上５０ｎｍ以下の凝集体である無機微粒子を含有する請求項１
乃至４のいずれか１項に記載の光硬化性組成物。
【請求項６】
　前記無機微粒子が、アルキル基又は（メタ）アクリロイル基を有するシランカップリン
グ剤により表面処理されてなる請求項５に記載の光硬化性組成物。
【請求項７】
　環状オレフィン系樹脂からなる基材フィルムと、
　前記基材フィルムの少なくとも片面に形成された保護コート層とを備え、
　前記保護コート層は、３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーと、２官能の（メタ
）アクリレートモノマーと、ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーと
、光重合開始剤とを含有し、前記３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーの含有量が
、５～５０質量％であり、前記２官能の（メタ）アクリレートモノマーの含有量が、５～
５０質量％であり、前記ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーの含有
量が、４０～８０質量％であり、光重合したときの厚み８０μｍにおける破断伸度が、３
５％以上である光硬化性組成物を光重合させてなり、
　前記保護コート層の厚さが、１μｍ以上４μｍ以下である積層フィルム。
【請求項８】
　前記光硬化性組成物が光重合したときの厚み８０μｍにおけるマルテンス硬度が、１０
０Ｎ／ｍｍ２以上である請求項７記載の積層フィルム。
【請求項９】
　前記破断伸度が、６０％以下である請求項７又は８記載の積層フィルム。
【請求項１０】
　請求項７乃至９のいずれか１項に記載の積層フィルムの少なくとも片面に透明電極が形
成されているタッチパネル用積層フィルム。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のタッチパネル用積層フィルムと、画像表示素子とを備える画像表示
入力装置。
【請求項１２】
　３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーと、２官能の（メタ）アクリレートモノマ
ーと、ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーと、光重合開始剤とを含
有し、前記３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーの含有量が、５～５０質量％であ
り、前記２官能の（メタ）アクリレートモノマーの含有量が、５～５０質量％であり、前
記ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーの含有量が、４０～８０質量
％であり、光重合したときの厚み８０μｍにおける破断伸度が、３５％以上である光硬化
性組成物を、環状オレフィン系樹脂からなる基材フィルムの少なくとも片面に塗布する塗
布工程と、
　前記光硬化性組成物を光重合させ、基材フィルムの少なくとも片面に厚さが１μｍ以上
４μｍ以下である保護コート層を形成する形成工程と
　を有する積層フィルムの製造方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、環状オレフィン系樹脂からなる基材フィルムの少なくとも片面に積層される
保護コート層に特に適した光硬化性組成物、及び積層フィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、タッチパネル用電極フィルムのベースフィルム材料として、高透明性、低吸湿性
、屈折率安定性に優れた環状オレフィン系樹脂フィルムが使用されている（例えば、特許
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文献１参照。）。環状オレフィン系樹脂フィルムは、透明性や吸湿性等の特性の点で好ま
しいが、柔軟性が十分とはいえない。また、表面硬度が比較的低いために、耐擦過性が低
く、傷が付き易い。このため、環状オレフィン系樹脂フィルムに、ハードコート層を設け
ることが行われている。
【０００３】
　しかしながら、環状オレフィン系樹脂フィルムにハードコート層を設けた従来の積層フ
ィルムは、屈曲性試験において、ハードコート層だけでなく、環状オレフィン系樹脂フィ
ルム表面にもクラックが生じることがあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－６６４７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、このような従来の実情に鑑みて提案されたものであり、優れた屈曲性が得ら
れる光硬化性組成物、及び積層フィルムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、鋭意検討を行った結果、ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオ
リゴマーを用い、光重合したときの破断伸度を所定値以上とすることにより、優れた屈曲
性を有する積層フィルムが得られることを見出した。
【０００７】
　すなわち、本発明に係る光硬化性組成物は、３官能以上の（メタ）アクリレートモノマ
ーと、２官能の（メタ）アクリレートモノマーと、ポリエーテル系ウレタン（メタ）アク
リレートオリゴマーと、光重合開始剤とを含有し、前記３官能以上の（メタ）アクリレー
トモノマーの含有量が、５～５０質量％であり、前記２官能の（メタ）アクリレートモノ
マーの含有量が、５～５０質量％であり、前記ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレ
ートオリゴマーの含有量が、４０～８０質量％であり、光重合したときの厚み８０μｍに
おける破断伸度が、３５％以上であることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明に係る積層フィルムは、環状オレフィン系樹脂からなる基材フィルムと、
前記基材フィルムの少なくとも片面に形成された保護コート層とを備え、前記保護コート
層は、３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーと、２官能の（メタ）アクリレートモ
ノマーと、ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーと、光重合開始剤と
を含有し、前記３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーの含有量が、５～５０質量％
であり、前記２官能の（メタ）アクリレートモノマーの含有量が、５～５０質量％であり
、前記ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーの含有量が、４０～８０
質量％であり、光重合したときの厚み８０μｍにおける破断伸度が、３５％以上である光
硬化性組成物を光重合させてなり、前記保護コート層の厚さが、１～４μｍであることを
特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る積層フィルムの製造方法は、３官能以上の（メタ）アクリレートモ
ノマーと、２官能の（メタ）アクリレートモノマーと、ポリエーテル系ウレタン（メタ）
アクリレートオリゴマーと、光重合開始剤とを含有し、前記３官能以上の（メタ）アクリ
レートモノマーの含有量が、５～５０質量％であり、前記２官能の（メタ）アクリレート
モノマーの含有量が、５～５０質量％であり、前記ポリエーテル系ウレタン（メタ）アク
リレートオリゴマーの含有量が、４０～８０質量％であり、光重合したときの厚み８０μ
ｍにおける破断伸度が、３５％以上である光硬化性組成物を、環状オレフィン系樹脂から
なる基材フィルムの少なくとも片面に塗布する塗布工程と、前記光硬化性組成物を光重合
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させ、基材フィルムの少なくとも片面に厚さが１μｍ以上４μｍ以下である保護コート層
を形成する形成工程とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーを用い、光
重合したときの破断伸度を所定値以上とすることにより、優れた屈曲性を有する積層フィ
ルムが得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、積層フィルムの一例を示す断面図である。
【図２】図２は、タッチパネル用積層フィルムの一例を示す断面図である。
【図３】図３は、タッチパネル用積層フィルムの一例を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら下記順序にて詳細に説明する
。
　１．光硬化性組成物
　２．積層フィルム
　３．積層フィルムの製造方法
　４．第１の実施例
　５．第２の実施例
【００１３】
　＜１．光硬化性組成物＞
　本実施の形態に係る光硬化性組成物は、３官能以上の（メタ）アクリレートモノマー（
成分（Ａ））と、２官能の（メタ）アクリレートモノマー（成分（Ｂ））と、ポリエーテ
ル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（成分（Ｃ））と、光重合開始剤（成分（
Ｄ））とを含有し、光重合したときの厚み８０μｍにおける破断伸度が、３５％以上であ
る。なお、本明細書において、（メタ）アクリレートとは、アクリル酸エステル（アクリ
レート）とメタクリル酸エステル（メタクリレート）とを包含する意味である。
【００１４】
　［成分（Ａ）：３官能以上の（メタ）アクリレートモノマー］
　成分（Ａ）は、環状オレフィン系樹脂との密着性や光硬化性組成物自体の反応性を向上
させるためのものである。このような成分（Ａ）は、分子内に３以上のアクリレート残基
又はメタクリレート残基（以下、（メタ）アクリレート残基）を有する重合性化合物であ
り、接着剤などの分野で用いられている３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーから
適宜選択して使用することができる。
【００１５】
　成分（Ａ）の具体例としては、ペンタエリストリールトリアクリレート（ＰＥＴＡ）、
２－ヒドロキシ－３－アクリロイロキシプロピルメタクリレート、イソシアヌル酸ＥＯ変
換トリアクリレート、ε－カプロラクトン変性トリス－（－２アクリロキシエチル）イソ
シアヌレート、トリメチロールプロパントリアクリレート（ＴＭＰＴＡ）、ε－カプロラ
クトン変性トリス（アクロキシエチル）アクリレート、エトキシ化（２０）トリメチロー
ルプロパントリアクリレート、プロポキシ化（３）トリメチロールプロパントリアクリレ
ート、プロポキシ化（６）トリメチロールプロパントリアクリレート、エトキシ化（９）
トリメチロールプロパントリアクリレート、プロポキシ化（３）グリセリルトリアクリレ
ート、エトキシ化（４）ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ペンタエリスリトー
ルテトラアクリレート、ジトリメチロールプロパンテトラアクリレート、ジペンタエリス
リトールペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート（ＤＰＨＡ）
等が挙げられ、これらの１種又は２種以上を用いることができる。これらの中でも、ペン
タエリスリトールトリアクリレートを密着性、反応性、架橋性、表面硬度などの点から好



(5) JP 6505993 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

ましく使用することができる。市場で入手可能な具体例としては、東亞合成（株）の商品
名「Ｍ３０５」、新中村化学（株）の商品名「ＴＭＭ－３Ｌ」等を挙げることができる。
【００１６】
　成分（Ａ）の光硬化性組成物中の含有量は、少なすぎると密着性、反応性、架橋性、表
面硬度などの特性が劣化する傾向があり、多すぎると屈曲性、カールなどの特性が劣化す
る傾向があるので、好ましくは５～５０質量％、より好ましくは１５～４０質量％である
。
【００１７】
　［成分（Ｂ）：２官能の（メタ）アクリレートモノマー］
　成分（Ｂ）は、３官能以上の（メタ）アクリレートモノマーと同様に、環状オレフィン
系樹脂との密着性や光硬化性組成物自体の反応性を向上させるためのものである。このよ
うな成分（Ｂ）は、分子内に２つのアクリレート残基又はメタクリレート残基（以下、（
メタ）アクリレート残基）を有する重合性化合物であり、接着剤などの分野で用いられて
いる２官能の（メタ）アクリレートモノマーから適宜選択して使用することができる。
【００１８】
　成分（Ｂ）の具体例としては、ジメチロール－トリシクロデカンジアクリレート、ビス
フェノールＡＥＯ変性ジアクリレート、１，９－ノナンジオールジアクリレート、１，１
０－デカンジオールジアクリレート、プロポキシ化ビスフェノールＡジアクリレート、ト
リシクロデカンジメタノールジアクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、ネ
オペンチルグリコールジアクリレート、１，４－ブタンジオールジアクリレート、ポリエ
チレングリコール（２００）ジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート
、ポリエチレングリコール（４００）ジアクリレート、シクロヘキサンジメタノールジア
クリレート、アルコキシ化ヘキサンジオールジアクリレート、アルコキシ化シクロヘキサ
ンジメタノールジアクリレート、エトキシ化（４）ビスフェノールＡジアクリレート、エ
トキシ化（１０）ビスフェノールＡジアクリレート、ポリエチレングリコール（６００）
ジアクリレート、アルコキシ化ネオペンチルグリコールジアクリレート、ジオキサングリ
コールジアクリレート、イソシアヌル酸ＥＯ変換ジアクリレート等が挙げられ、これらの
１種又は２種以上を用いることができる。これらの中でも、ジメチロール－リシクロデカ
ンジアクリレートを密着性、反応性、架橋性、表面硬度などの点から好ましく使用するこ
とができる。市場で入手可能な具体例としては、共栄社化学（株）の商品名「ＤＣＰ－Ａ
」等を挙げることができる。
【００１９】
　成分（Ｂ）の光硬化性組成物中の含有量は、少なすぎると密着性、反応性、架橋性、表
面硬度などの特性が劣化する傾向があり、多すぎると屈曲性、カールなどの特性が劣化す
る傾向があるので、好ましくは５～５０質量％、より好ましくは５～１５質量％である。
【００２０】
　［成分（Ｃ）：ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー］
　成分（Ｃ）は、分子内にポリエーテルポリオール化合物から導かれる単位と、重合性の
（メタ）アクリロイル基と、ウレタン結合とを有する化合物である。成分（Ｃ）は、例え
ばポリエーテルポリオール化合物（Ｘ）と、多価イソシアネート化合物（Ｙ）とを反応さ
せて得られる末端イソシアネートウレタンプレポリマーに、ヒドロキシ基を有する（メタ
）アクリレート（Ｚ）を反応させて得られる。
【００２１】
　ポリエーテルポリオール化合物（Ｘ）は、例えば、多価アルコールを開始剤としてアル
キレンオキシドを付加重合して得ることができる。ポリエーテルポリオール化合物（Ｘ）
の具体例としては、例えば、ポリテトラメチレングリコール（「ＰＴＭＧ」）、ポリプロ
ピレングリコール（「ＰＰＧ」）、ポリエチレングリコール（「ＰＥＧ」）等の多価アル
コールと、エチレンオキサイド、プロピレンオキサイド等のアルキレンオキシドとの共重
合体が挙げられる。
【００２２】
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　多価イソシアネート化合物（Ｙ）としては、例えば、トリレンジイソシアネート（ＴＤ
Ｉ）、ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、水添化ジフェニルメタンジイソシ
アネート（Ｈ－ＭＤＩ）、ポリフェニルメタンポリイソシアネート（クルードＭＤＩ）、
変性ジフェニルメタンジイソシアネート（変性ＭＤＩ）、水添化キシリレンジイソシアネ
ート（Ｈ－ＸＤＩ）、キシリレンジイソシアネート（ＸＤＩ）、ヘキサメチレンジイソシ
アネート（ＨＭＤＩ）、トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート（ＴＭＸＤＩ）、テ
トラメチルキシリレンジイソシアネート（ｍ－ＴＭＸＤＩ）、イソホロンジイソシアネー
ト（ＩＰＤＩ）、ノルボルネンジイソシアネート（ＮＢＤＩ）、１，３－ビス（イソシア
ナトメチル）シクロヘキサン（Ｈ６ＸＤＩ）等が挙げられる。
【００２３】
　ヒドロキシ基を有する（メタ）アクリレート（Ｚ）としては、例えば、２－ヒドロキシ
エチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－ヒド
ロキシブチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリロイルホスフ
ェート、４－ブチルヒドロキシ（メタ）アクリレート、２－（メタ）アクリロイロキシエ
チル－２－ヒドロキシプロピルフタレート、グリセリンジ（メタ）アクリレート、２－ヒ
ドロキシ－３－（メタ）アクリロイロキシプロピル（メタ）アクリレート、カプロラクト
ン変性２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）
アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタ（メタ）アクリレート、カプロラクトン変
性２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート等が挙げられる。
【００２４】
　成分（Ｃ）の市場で入手可能な具体例としては、日本合成化学工業（株）の商品名「Ｕ
Ｔ５４９０」、「ＵＴ５４６７」、「ＵＴ５４８９」、「ＵＴ５５２２」、「ＵＴ５５２
３」、「ＵＴ５４９５」、「ＵＴ５４９６」、「ＵＴ５４９７」、「ＵＴ５５０６」等を
挙げることができる。
【００２５】
　また、成分（Ｃ）のオリゴマー伸度（破断伸度）は、５～３００％であることが好まし
い。また、成分（Ｃ）の少なくとも１種のオリゴマー伸度は、２００％以上であることが
好ましい。オリゴマー伸度は、剥離処理されたＰＥＴフィルムに成分（Ｃ）１００質量部
及び光重合開始剤として２－ヒドロキシ－２－シクロヘキルアセトフェノン３質量部を配
合した組成物をバーコーターにて乾燥後の厚みが８０μｍになるように塗布した後、３０
０ｍＪ／ｃｍ２の照射条件で光重合させ、この硬化膜（試験片：７０ｍｍ×２０ｍｍ）を
、ＪＩＳＫ７１２７に準拠した方法により、引張試験器（品名：テンシロン、オリエンテ
ック（株））を用いて、速度０．５ｍｍ／分で引張り、試験片が切断（破断）したときの
伸び率（％）として示すことができる。なお、オリゴマー中に溶剤が含有されている場合
は、必要に応じて、光硬化の前後にて溶剤を揮発させた後に測定する。
【００２６】
　成分（Ｃ）の光硬化性組成物中の含有量は、少なすぎると屈曲性が劣化する傾向があり
、多すぎると耐擦傷性が劣化する傾向があるので、好ましくは４０～８０質量％、より好
ましくは５５～７０質量％である。
【００２７】
　［成分（Ｄ）：光重合開始剤］
　成分（Ｄ）としては、公知の光ラジカル重合開始剤の中から適宜選択して使用すること
ができる。成分（Ｄ）としては、例えば、アセトフェノン系光重合開始剤、ベンジルケタ
ール系光重合開始剤、リン系光重合開始剤等が挙げられ、これらの１種又は２種以上を用
いることができる。
【００２８】
　成分（Ｄ）の市場で入手可能な具体例としては、アセトフェノン系光重合開始剤として
、２－ヒドロキシ－２－シクロヘキシルアセトフェノン（イルガキュア（ＩＲＧＡＣＵＲ
Ｅ）１８４、ＢＡＳＦジャパン社製）、α－ヒドロキシ－α，α´－ジメチルアセトフェ
ノン（ダロキュア（ＤＡＲＯＣＵＲ）１１７３、ＢＡＳＦジャパン社製）、２，２－ジメ
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トキシ－２－フェニルアセトフェノン（イルガキュア（ＩＲＧＡＣＵＲＥ）６５１、ＢＡ
ＳＦジャパン社製）、４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル（２－ヒドロキシ－２－
プロピル）ケトン（ダロキュア（ＤＡＲＯＣＵＲ）２９５９、ＢＡＳＦジャパン社製）、
２－ヒドロキシ－１－｛４－［２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオニル］－ベンジル
｝フェニル｝－２－メチル－プロパン－１－オン（イルガキュア（ＩＲＧＡＣＵＲＥ）１
２７、ＢＡＳＦジャパン社製）等が挙げられる。また、ベンジルケタール系光重合開始剤
として、ベンゾフェノン、フルオレノン、ジベンゾスベロン、４－アミノベンゾフェノン
、４，４´－ジアミノベンゾフェノン、４－ヒドロキシベンゾフェノン、４－クロロベン
ゾフェノン、４，４´－ジクロロベンゾフェノン等が挙げられる。リン系光重合開始剤と
して、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルフォスフィンオキサイド（
イルガキュア（ＩＲＧＡＣＵＲＥ）８１９、ＢＡＳＦジャパン社製）、（２，４，６－ト
リメチルベンゾイル－ジフェニルフォスフィンオキサイド（ダロキュア（ＤＡＲＯＣＵＲ
Ｅ）ＴＰＯ、ＢＡＳＦジャパン社製）等が挙げられる。これらの中でも、円滑な光硬化を
実現する観点から、アセトフェノン系光重合開始剤を用いることが好ましい。
【００２９】
　成分（Ｄ）の光硬化性組成物中の含有量は、少なすぎると硬度性能の低下による密着性
の低下や硬度不足が生ずる傾向があり、多すぎると重合の不具合による密着性などの特性
が低下する傾向があるので、好ましくは、０．５～２５質量％、より好ましくは１～１０
質量％である。
【００３０】
　［他の成分］
　また、光硬化性組成物は、前述した成分（Ａ）～成分（Ｄ）の他に、更に必要に応じて
無機微粒子（成分（Ｅ））を含有することが好ましい。これにより、屈折率の調整や表面
を粗面化することができ、アンチブロッキング性能を向上させることができる。
【００３１】
　成分（Ｅ）としては、酸化ケイ素（シリカ）、酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム等
の金属酸化物微粒子が挙げられる。また、カップリング剤等により表面処理がなされてい
ることが好ましく、特に、バインダー成分との親和性、結合性を高めるために、アルキル
基又は（メタ）アクリロイル基を有するシランカップリング剤により表面処理がなされて
いることが好ましい。
【００３２】
　成分（Ｅ）の市場で入手可能な具体例としては、ＣＩＫナノテック（株）製商品名：Ｍ
２３、Ｈ８３、Ｅ８３、Ｍ０６、Ｍ４４、Ｈ９４、Ｍ１８、Ｅ６５、Ｈ５８、Ｋ２６、日
産化学工業（株）製商品名：メタノールシリカゾル、ＭＥＫ－ＳＴ（メチルエチルケトン
に分散したシリカゾル）、ＩＰＡ－ＳＴ（イソプロピルアルコールに分散したシリカゾル
）等を挙げることができる。
【００３３】
　また、成分（Ｅ）は、平均粒子径が１０ｎｍ以上５０ｎｍ以下の凝集体であることが好
ましい。凝集体を用いることにより、マイクロオーダーの粒子径となるのを防ぎ、ヘイズ
の上昇を抑制することができる。なお、成分（Ｅ）の平均粒子径は、１次粒子の凝集体の
場合、凝集体を走査型電子顕微鏡（ＳＥＭ）等により得られる二次電子放出のイメージ写
真からの目視やイメージ写真を画像処理し、又は動的光散乱法、静的光散乱法等を利用す
る粒度分布計等で計測することにより求めることができる。なお、ここでいう平均粒子径
は、個数平均粒子径をさす。また、粒子が球状でない場合は、その投影面積に相当する円
の直径を意味する。
【００３４】
　成分（Ｅ）の光硬化性組成物中の含有量は、少なすぎるとアンチブロッキング性能が低
下する傾向があり、多すぎるとヘイズが上昇する傾向があるので、好ましくは７～１５質
量％、より好ましくは９～１３質量％である。
【００３５】
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　また、光硬化性組成物は、本発明の効果を損なわない範囲で、溶剤、レベリング剤、色
相調整剤、着色剤、紫外線吸収剤、帯電防止剤、各種熱可塑性樹脂材料等の添加剤を含有
することができる。帯電防止剤としては、例えば、導電性カーボン、無機微粒子、無機微
粉末、界面活性剤、イオン性液体などを用いることができる。これらの帯電防止剤は単独
、または２種以上併用してもよい。無機微粒子および無機微粉末の材料としては、例えば
、導電性金属酸化物を主成分とする材料が挙げられる。導電性金属酸化物としては、例え
ば、酸化スズ、酸化インジウム、ＡＴＯ（アンチモンドープ酸化錫）、ＩＴＯ（インジウ
ムドープ酸化錫）、アンチモン酸化亜鉛などを用いることができる。
【００３６】
　また、光硬化性組成物は、前述した成分（Ａ）～（Ｄ）、更に必要に応じて成分（Ｅ）
、各種添加剤を、常法に従って均一に混合することにより製造される。
【００３７】
　前述した光硬化性組成物は、光重合したときの厚み８０μｍにおける破断伸度は、３５
％以上である。また、破断伸度は、６０％以下であることが好ましい。これにより、優れ
た屈曲性及び耐擦傷性を得ることができる。また、光重合したときの厚み８０μｍにおけ
るマルテンス硬度は、１００Ｎ／ｍｍ２以上であることが好ましい。マルテンス硬度が高
いほど、優れた耐擦傷性を得ることができる。
【００３８】
　このような光硬化性組成物は、環状オレフィン系樹脂からなる基材フィルムの少なくと
も片面に形成される保護コート層の組成物として特に有用である。これにより、屈曲性試
験において、保護コート層及び環状オレフィン系樹脂フィルムの表面にクラックが生じる
のを抑制することができる。また、耐擦傷性にも優れるため、タッチパネル用途に好まし
く利用することができる。
【００３９】
　＜２．積層フィルム＞
　本実施の形態に係る積層フィルムは、環状オレフィン系樹脂からなる基材フィルムと、
基材フィルムの少なくとも片面に形成された保護コート層とを備え、保護コート層は、３
官能以上の（メタ）アクリレートモノマー（成分（Ａ））と、２官能の（メタ）アクリレ
ートモノマー（成分（Ｂ））と、ポリエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマ
ー（成分（Ｃ））と、光重合開始剤（成分（Ｄ））とを含有し、光重合したときの厚み８
０μｍにおける破断伸度が、３５％以上である光硬化性組成物を光重合させてなる。
【００４０】
　図１は、積層フィルムの一例を示す断面図である。積層フィルム１３は、基材フィルム
１１の両面に保護コート層１２が積層された構造を有する。
【００４１】
　基材フィルム１１は、環状オレフィン系樹脂がシート状に形成されてなる。環状オレフ
ィン系樹脂としては、環状オレフィン（例えば、ノルボルネン類）の開環メタセシス重合
とそれに続く水素化反応により得られる、シクロオレフィンをモノマーとする主鎖に脂環
構造をもつ樹脂（ＣＯＰ）や、環状オレフィン（例えば、ノルボルネン類）とα－オレフ
ィン（例えばエチレン）との付加重合により得られる樹脂（ＣＯＣ）が挙げられる。
【００４２】
　ＣＯＰの具体例としては、日本ゼオン（株）の商品名「ＺＥＯＮＯＲ」で特定されるポ
リテトラシクロドデセン等を挙げることができる。また、ＣＯＣの具体例としては、ＴＯ
ＰＡＳ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ社の商品名「ＴＯＰＡＳ」で特定されるエ
チレン・ノルボルネン・コポリマー、三井化学（株）の商品名「ＡＰＥＬ」で特定される
エチレン・テトラシクロドデセン・メタクリル酸エステル・コポリマー等を挙げることが
できる。これら環状オレフィン系樹脂からなるフィルムには、公知の手法により位相差機
能が付与されていてもよい。
【００４３】
　基材フィルム１１の厚さは、それが適用される光学装置の種類や性能により異なるが、
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通常、２５～２００μｍ、好ましくは４０～１５０μｍである。また、基材フィルム１１
の厚さ８０μｍにおける破断伸度は、通常、ＭＤ方向及びＴＤ方向に関わらず、すなわち
、フィルムの面内方向に関わらず、２０％以下である。
【００４４】
　保護コート層１２は、前述した光硬化性組成物を光重合させてなる。保護コート層１２
の厚さは、通常、０．５～８μｍ、好ましくは０．８～７μｍである。なお、保護コート
層１２は、基材フィルム１１の片面のみに積層されていてもよい。
【００４５】
　このような積層フィルムによれば、屈曲性試験において、基材フィルム１１及び保護コ
ート層１２の表面にクラックが生じるのを抑制することができる。また、耐擦傷性にも優
れるため、タッチパネル用途に好ましく利用することができる。
【００４６】
　図２及び図３は、タッチパネル用積層フィルムの一例を示す断面図である。図２に示す
タッチパネル用積層フィルム１５Ａは、基材フィルム１１の両面に保護コート層１２が形
成され、さらに保護コート層１２の表面に、ＩＴＯ等の公知の透明電極１４が形成されて
いる。また、図３に示すタッチパネル用積層フィルム１５Ｂでは、保護コート層１２と透
明電極１４との間に、公知の位相差フィルム等の光学調整層１６が形成されている。
【００４７】
　このように積層フィルムの少なくとも片面にＩＴＯ膜や導電性有する微粒子またはナノ
ワイヤー形状材料等を使用した透明電極を公知の手法により形成することによりタッチパ
ネル用積層フィルムとして好ましく利用することができる。さらに、このようなタッチパ
ネル用積層フィルムを、液晶表示素子や有機ＥＬ表示素子などの画像表示素子に積層する
ことにより、スマートフォーンやパーソナルコンピュータの画像表示・入力装置として好
ましく適用することができる。
【００４８】
　＜３．積層フィルムの製造方法＞
　本実施の形態に係る積層フィルムの製造方法は、３官能以上の（メタ）アクリレートモ
ノマー（成分（Ａ））と、２官能の（メタ）アクリレートモノマー（成分（Ｂ））と、ポ
リエーテル系ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（成分（Ｃ））と、光重合開始剤
（成分（Ｄ））とを含有し、光重合したときの厚み８０μｍにおける破断伸度が、３５％
以上である光硬化性組成物を、環状オレフィン系樹脂からなる基材フィルムの少なくとも
片面に塗布する塗布工程と、光硬化性組成物を光重合させ、基材フィルムの少なくとも片
面に保護コート層を形成する形成工程とを有する。
【００４９】
　以下、光硬化性組成物を調整する調整工程と、基材フィルムに前処理する前処理工程と
、光硬化性組成物を塗布する塗布工程と、保護コート層を形成する形成工程とを説明する
。
【００５０】
　［調整工程］
　先ず、前述した成分（Ａ）～成分（Ｄ）の他に、更に必要に応じて無機微粒子（成分（
Ｅ））を含有する光硬化性組成物を、ディスパーなどの攪拌機を用いて常法に従って均一
に混合して調整する。この光硬化性組成物は、透光性を有することはもちろん、着色、ヘ
イズにより透過光の色相、透過光量が顕著に変化しないものが好ましい。
【００５１】
　溶剤としては、例えば使用する樹脂原料を十分溶解するものであれば、特に限定される
ものではなく、公知の有機溶剤を使用することができる。有機溶剤としては、例えば、Ｍ
ＥＫ、ＭＩＢＫ、ＡＮＯＮ等のケトン系溶剤；ＩＰＡ、ｎ－ＢｕＯＨ、ｔ－ＢｕＯＨ等の
アルコール系溶剤；酢酸ブチル、酢酸エチル等のエステル系溶剤、グリコールエーテル系
溶剤等が挙げられる。
【００５２】
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　［前処理工程］
　次に、基材フィルムと光硬化性組成物からなる硬化物層との密着性を向上させる目的で
、基材フィルムの片面または両面に、酸化法や凹凸化法により表面処理を施す。酸化法と
しては、例えばコロナ放電処理、グロー放電処理、クロム酸処理（湿式）、火炎処理、熱
風処理、オゾン・紫外線照射処理等が挙げられる。
【００５３】
　［塗布工程］
　次に、前述のように調整した光硬化性組成物を、基材フィルム上に塗布する。塗布方法
は、特に限定されるものではなく、公知の方法を用いることができる。公知の塗布方法と
しては、例えば、マイクログラビアコート法、ワイヤーバーコート法、ダイレクトグラビ
アコート法、ダイコート法、ディップ法、スプレーコート法、リバースロールコート法、
カーテンコート法、コンマコート法、ナイフコート法、スピンコート法などが挙げられる
。
【００５４】
　［形成工程］
　次に、基材フィルム上に塗工された光硬化性組成物を乾燥、硬化させることにより光硬
化性組成物からなる保護コート層を形成する。これにより、保護コート層付フィルムが得
られる。
【００５５】
　乾燥条件は特に限定されるものではなく、自然乾燥であっても、乾燥湿度や乾燥時間な
どを調整する人工乾燥であってもよい。但し、乾燥時に塗料表面に風を当てる場合、塗膜
表面に風紋が生じないようにすることが好ましい。風紋が生じると塗布外観の悪化、表面
性の厚みムラが生じるからである。
【００５６】
　なお、光硬化性組成物を硬化させる光としては紫外線の他、ガンマー線、アルファー線
、電子線等のエネルギー線を適用することができる。
【実施例】
【００５７】
　＜４．第１の実施例＞
　第１の実施例では、３官能以上の（メタ）アクリレートモノマー（成分（Ａ））と、２
官能の（メタ）アクリレートモノマー（成分（Ｂ））と、ウレタン（メタ）アクリレート
オリゴマー（成分（Ｃ））と、光重合開始剤（成分（Ｄ））とを含有する光硬化性組成物
を調製した。そして、光硬化性組成物を光重合させた硬化膜の破断伸度、及びマルテンス
硬度を測定した。また、光硬化性組成物からなる硬化層を基材フィルムの両面に形成して
積層フィルムを作製し、積層フィルムの高速屈曲性、及び耐擦傷性について評価した。な
お、本発明はこれらの実施例に限定されるものではない。
【００５８】
　破断伸度の測定、マルテンス硬度の測定、積層フィルムの作製、積層フィルムの高速屈
曲性の評価、及び積層フィルムの耐擦傷性の評価は、次のように行った。
【００５９】
　［破断伸度の測定］
　剥離処理されたＰＥＴフィルムに光硬化性組成物をバーコーターにて塗布した後、光硬
化性組成物を３００ｍＪ／ｃｍ２の照射条件で光重合させ、厚み８０μｍの硬化膜を得た
。ＪＩＳＫ７１２７に準拠した方法により、硬化膜（試験片：７０ｍｍ×２０ｍｍ）を、
引張試験器（品名：テンシロン、オリエンテック（株））を用いて、速度０．５ｍｍ／分
で引張り、試験片が切断（破断）したときの伸び率を求めた。実用上、硬化膜の破断伸度
は３５％以上であることが望まれる。
【００６０】
　また、成分（Ａ）～成分（Ｃ）の各成分の破断伸度についても、同様に測定した。剥離
処理されたＰＥＴフィルムに測定対象成分１００質量部及び光重合開始剤として２－ヒド
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ロキシ－２－シクロヘキルアセトフェノン３質量部を配合した組成物をバーコーターにて
乾燥後の厚みが８０μｍになるように塗布した後、３００ｍＪ／ｃｍ２の照射条件で光重
合させ、この硬化膜（試験片：７０ｍｍ×２０ｍｍ）を、ＪＩＳＫ７１２７に準拠した方
法により、引張試験器（品名：テンシロン、オリエンテック（株））を用いて、速度０．
５ｍｍ／分で引張り、試験片が切断（破断）したときの伸び率（％）を求めた。なお、オ
リゴマー中に溶剤が含有されている場合は、必要に応じて、光硬化の前後にて溶剤を揮発
させた後に測定した。
【００６１】
　［マルテンス硬度の測定］
　剥離処理されたＰＥＴフィルムに光硬化性組成物をバーコーターにて塗布した後、光硬
化性組成物を３００ｍＪ／ｃｍ２の照射条件で光重合させ、厚み８０μｍの硬化膜を得た
。硬化膜（試験片：７０ｍｍ×２０ｍｍ）の測定面の反対側を東亞合成（株）製アロンア
ルファ等でスライドガラスに固定した。測定面の任意の場所を選択し最大押し込み深さが
硬化膜の平均厚みの１０％以下になるようにビッカース圧子にて表面硬度を測定した。測
定は、マルテンス硬度計（ＨＭ５００、フィッシャーインストルメンツ（株））を用いて
測定した。実用上、硬化膜のマルテンス硬度は、１００Ｎ／ｍｍ２以上であることが望ま
れる。なお、固定のための接着剤の影響を最小限に抑えるために、接着剤はできる限り薄
く塗布することが好ましい。
【００６２】
　［積層フィルムの作製］
　基材フィルムとして、コロナ処理が施された厚み７５μｍの環状オレフィン樹脂フィル
ム（ＣＯＣ樹脂にスチレン系エラストマーを樹脂成分に対して１０％程度分散させてフィ
ルム化したものであって、破断伸度はＭＤ方向及びＴＤ方向とも６％未満のもの）を使用
した。この基材フィルムの両面に光硬化性組成物を塗布した後、３００ｍＪ／ｃｍ２の照
射条件で光重合させ、基材フィルムの両面にそれぞれ保護コート層を形成し、積層フィル
ムを得た。
【００６３】
　［積層フィルムの高速屈曲性の評価］
　積層フィルム（試験片：１００ｍ×２０ｍｍ）を基材フィルムのＭＤ（Machine Direct
ion）方向に１回折り曲げる屈曲操作を、１分間に６０回の速さで１０箇所行い、基材フ
ィルム表面のクラックの有無を倍率１０倍の光学顕微鏡で観察した。そして、クラックが
全く観察されない折り曲げ箇所を良好としてカウントした。用途にもよるが、積層フィル
ムの高速屈曲性の良好回数は１０であることが望ましい。
【００６４】
　［積層フィルムの耐擦傷性の評価］
　積層フィルム（試験片：１００ｍｍ×５０ｍｍ）を引掻試験機（品名：学振型摩擦堅牢
度試験機、テスター産業（株））に取り付け、＃００００のスチールウールに荷重２５０
ｇを加え、硬化層表面を２０回（１０往復）の引掻試験を行い、傷の有無を目視観察した
。傷が全く観察されない場合を良好「○」と評価し、傷が観察された場合を不良「×」と
評価した。
【００６５】
　また、積層フィルム（試験片：１００ｍｍ×５０ｍｍ）を引掻試験機（品名：学振型摩
擦堅牢度試験機、テスター産業（株））に取り付け、アルコール綿棒に荷重２５０ｇを加
え、硬化層表面を２０回（１０往復）の引掻試験を行い、傷の有無を目視観察した。傷が
全く観察されない場合を良好「○」と評価し、傷が観察された場合を不良「×」と評価し
た。
【００６６】
　＜４－１．破断伸度と高速屈曲性との関係について＞
　［実施例１］
　３官能以上の（メタ）アクリレートモノマー（成分（Ａ））として、ペンタエリストリ
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ールトリアクリレート（Ｍ－３０５、東亞合成（株）製）、２官能の（メタ）アクリレー
トモノマー（成分（Ｂ））として、トリシクロデカンジメタノールジアクリレート（ＤＣ
Ｐ－Ａ、共栄社化学（株）製）、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（成分（Ｃ１
））として、官能基数１０、オリゴマー伸度９％のポリエーテル系ウレタンオリゴマー（
ＵＴ５４６７、日本合成化学（株）製）、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（成
分（Ｃ２））として、官能基数２、オリゴマー伸度２５０％のポリエーテル系ウレタンオ
リゴマー（ＵＴ５４９０、日本合成化学（株）製）、光重合開始剤（成分（Ｄ））として
、２－ヒドロキシ－１－｛４－［２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオニル］－ベンジ
ル｝フェニル｝－２－メチル－プロパン－１－オン（イルガキュア（ＩＲＧＡＣＵＲＥ）
１２７、ＢＡＳＦジャパン社製）を使用した。
【００６７】
　表１に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４３．７ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は
○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【００６８】
　［実施例２］
　表１に示すように、実施例１と同一成分を使用し、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（
Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）２５．０ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ
５４９０）３８．０ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合
することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み
７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィル
ムを作製した。硬化膜の破断伸度は３７％、硬化膜のマルテンス硬度は１１８Ｎ／ｍｍ２

であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチール
ウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価
は○であった。
【００６９】
　［実施例３］
　表１に示すように、実施例１と同一成分を使用し、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（
Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）１３．０ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ
５４９０）５０．０ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合
することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み
７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィル
ムを作製した。硬化膜の破断伸度は５２％、硬化膜のマルテンス硬度は１００Ｎ／ｍｍ２

であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチール
ウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価
は○であった。
【００７０】
　［実施例４］
　表１に示すように、実施例１と同一成分を使用し、成分（Ａ）２０．８ｗｔ％、成分（
Ｂ）８．３ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）２０．９ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ
５４９０）４７．０ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合
することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み
７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィル
ムを作製した。硬化膜の破断伸度は４９％、硬化膜のマルテンス硬度は１１８Ｎ／ｍｍ２

であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチール
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ウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価
は○であった。
【００７１】
　［実施例５］
　表１に示すように、実施例１と同一成分を使用し、成分（Ａ）２７．７ｗｔ％、成分（
Ｂ）１１．１ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）１７．９ｗｔ％、成分（Ｃ２）（Ｕ
Ｔ５４９０）４０．３ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混
合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚
み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィ
ルムを作製した。硬化膜の破断伸度は３９％、硬化膜のマルテンス硬度は１１９Ｎ／ｍｍ
２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチー
ルウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評
価は○であった。
【００７２】
　［実施例６］
　表１に示すように、実施例１と同一成分を使用し、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（
Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）８．０ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５
４９０）５５．０ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は６１％、硬化膜のマルテンス硬度は９４Ｎ／ｍｍ２であ
った。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウー
ルによる耐擦傷性の評価は×、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は×
であった。
【００７３】
　［実施例７］
　表１に示すように、実施例１と同一成分を使用し、成分（Ａ）１７．３ｗｔ％、成分（
Ｂ）６．９ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）２２．４ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ
５４９０）５０．４ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合
することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み
７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィル
ムを作製した。硬化膜の破断伸度は５６％、硬化膜のマルテンス硬度は９５Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は×、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
×であった。
【００７４】
　［比較例１］
　表１に示すように、実施例１と同一成分を使用し、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（
Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）２９．１ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ
５４９０）３３．９ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合
することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み
７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィル
ムを作製した。硬化膜の破断伸度は３１％、硬化膜のマルテンス硬度は１４０Ｎ／ｍｍ２

であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は８、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。
【００７５】
　［比較例２］
　表１に示すように、実施例１と同一成分を使用し、成分（Ａ）３１．２ｗｔ％、成分（
Ｂ）１２．５ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）１６．４ｗｔ％、成分（Ｃ２）（Ｕ
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Ｔ５４９０）３６．９ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混
合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚
み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィ
ルムを作製した。硬化膜の破断伸度は３４％、硬化膜のマルテンス硬度は１３４Ｎ／ｍｍ
２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は７、積層フィルムのスチール
ウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価
は○であった。
【００７６】
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【表１】

【００７７】
　比較例１，２のように、硬化膜の破断伸度が３５％未満の場合、高速屈曲性の評価結果
が悪化した。一方、実施例１～７のように、硬化膜の破断伸度が３５％以上の場合、良好
な高速屈曲性の評価結果が得られた。また、実施例１～５のようにマルテンス硬度が１０
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０Ｎ／ｍｍ２以上の場合、良好な耐擦傷性（スチールウール、アルコール綿棒）が得られ
ることが分かった。
【００７８】
　＜４－２．成分（Ｄ）と高速屈曲性との関係について＞
　次に、成分（Ｄ）と高速屈曲性との関係について検証した。成分（Ｄ１）として、２－
ヒドロキシ－１－｛４－［２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオニル］－ベンジル｝フ
ェニル｝－２－メチル－プロパン－１－オン（イルガキュア（ＩＲＧＡＣＵＲＥ）１２７
、ＢＡＳＦジャパン社製）及び、成分（Ｄ２）として、２－ヒドロキシ－２－シクロヘキ
シルアセトフェノン（イルガキュア（ＩＲＧＡＣＵＲＥ）１８４、ＢＡＳＦジャパン社製
）を使用した。これら以外は、実施例１と同一成分を使用した。
【００７９】
　［実施例８］
　表２に示すように、成分（Ａ）２４．５ｗｔ％、成分（Ｂ）９．８ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．６ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４４．１ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ１）２．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成
物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面
にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断
伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィル
ムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価
は×、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【００８０】
　［実施例９］
　表２に示すように、成分（Ａ）２４．０ｗｔ％、成分（Ｂ）９．６ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．２ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４３．２ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ１）４．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成
物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面
にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断
伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィル
ムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価
は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【００８１】
　［実施例１０］
　表２に示すように、成分（Ａ）２３．８ｗｔ％、成分（Ｂ）９．５ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．０ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４２．８ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ１）５．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成
物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面
にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断
伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィル
ムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価
は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【００８２】
　［実施例１１］
　表２に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４３．６ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ２）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成
物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面
にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断
伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィル
ムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価
は×、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
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【００８３】
【表２】

【００８４】
　実施例１，８～１０のように、成分（Ｄ１）が２．０ｗｔ％～５．０ｗｔ％の範囲にお
いて、良好な高速屈曲性の評価結果が得られた。また、実施例１１のように成分（Ｄ２）
の場合でも、良好な高速屈曲性の評価結果が得られた。すなわち、アセトフェノン系光重
合開始剤を用いることにより、良好な高速屈曲性の評価結果が得られることが分かった。
【００８５】
　＜４－３．成分（Ａ）～（Ｃ）と高速屈曲性との関係について＞
　次に、成分（Ａ）又は成分（Ｂ）が配合されていない場合、成分（Ｃ）としてポリエー
テル系ウレタンオリゴマーが配合されていない場合の高速屈曲性について検証した。成分
（Ｂ１）として、トリシクロデカンジメタノールジアクリレート（ＤＣＰ－Ａ、共栄社化
学（株）製）、成分（Ｂ２）として、イソシアヌル酸ＥＯ変換ジアクリレート（Ｍ２１５
、東亞合成（株）製）、成分（ＣＯ１）として、官能基数９、オリゴマー伸度３５％のカ
プロラクトン系ウレタンオリゴマー（ＵＴ５２３６）、成分（ＣＯ２）として、官能基数
６、オリゴマー伸度０．８％のウレタンアクリレートオリゴマー（ＵＶ７６０５、日本合
成化学（株）製）、成分（Ｄ１）として、２－ヒドロキシ－１－｛４－［２－ヒドロキシ



(18) JP 6505993 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

－２－メチル－プロピオニル］－ベンジル｝フェニル｝－２－メチル－プロパン－１－オ
ン（イルガキュア（ＩＲＧＡＣＵＲＥ）１２７、ＢＡＳＦジャパン社製）及び、成分（Ｄ
２）として、２－ヒドロキシ－２－シクロヘキシルアセトフェノン（イルガキュア（ＩＲ
ＧＡＣＵＲＥ）１８４、ＢＡＳＦジャパン社製）を使用した。これら以外は、実施例１と
同一成分を使用した。
【００８６】
　［比較例３］
　表３に示すように、成分（Ｂ）を配合せずに、成分（Ａ）３４．０ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４３．６ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ２）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成
物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面
にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断
伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィル
ムの高速屈曲性の良好回数は６、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は
×、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【００８７】
　［比較例４］
　表３に示すように、成分（Ａ）を配合せずに、成分（Ｂ１）３４．０ｗｔ％、成分（Ｃ
１）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４３．６ｗｔ％、
及び、成分（Ｄ２）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組
成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両
面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破
断伸度は３５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１８Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィ
ルムの高速屈曲性の良好回数は５、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価
は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【００８８】
　［比較例５］
　表３に示すように、成分（Ａ）９．７ｗｔ％、成分（Ｂ２）２９．１ｗｔ％、成分（Ｃ
Ｏ１）５８．２ｗｔ％、及び、成分（Ｄ１）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は２０％、硬化膜のマルテンス硬度は１６０Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は４、積層フィルムのスチールウー
ルによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○
であった。
【００８９】
　［比較例６］
　表３に示すように、成分（Ａ）９．７ｗｔ％、成分（Ｂ２）３８．８ｗｔ％、成分（Ｃ
Ｏ１）４８．５ｗｔ％、及び、成分（Ｄ１）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は１５％、硬化膜のマルテンス硬度は１８０Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は２、積層フィルムのスチールウー
ルによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○
であった。
【００９０】
　［比較例７］
　表３に示すように、成分（Ａ）９．７ｗｔ％、成分（Ｂ２）４８．５ｗｔ％、成分（Ｃ
Ｏ１）３８．８ｗｔ％、及び、成分（Ｄ１）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７



(19) JP 6505993 B2 2019.4.24

10

20

30

５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は１３％、硬化膜のマルテンス硬度は１９４Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１、積層フィルムのスチールウー
ルによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○
であった。
【００９１】
　［比較例８］
　表３に示すように、成分（Ａ）９．７ｗｔ％、成分（Ｂ２）２９．１ｗｔ％、成分（Ｃ
Ｏ１）１９．４ｗｔ％、成分（ＣＯ２）３８．８ｗｔ％、及び、成分（Ｄ１）３．０ｗｔ
％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの
硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護
コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は５％、硬化膜のマルテ
ンス硬度は２０６Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は０
、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール
綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【００９２】
　［比較例９］
　表３に示すように、成分（Ａ）９．７ｗｔ％、成分（Ｂ２）２９．１ｗｔ％、成分（Ｃ
Ｏ１）２９．１ｗｔ％、成分（ＣＯ２）２９．１ｗｔ％、及び、成分（Ｄ１）３．０ｗｔ
％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの
硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護
コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は７％、硬化膜のマルテ
ンス硬度は１９４Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１
、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール
綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【００９３】
　［比較例１０］
　表３に示すように、成分（Ａ）９．７ｗｔ％、成分（Ｂ２）２９．１ｗｔ％、成分（Ｃ
Ｏ１）３８．８ｗｔ％、成分（ＣＯ２）１９．４ｗｔ％、及び、成分（Ｄ１）３．０ｗｔ
％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの
硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護
コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は１０％、硬化膜のマル
テンス硬度は１８２Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は
２、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコー
ル綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【００９４】
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【表３】

【００９５】
　比較例３，４のように、成分（Ａ）又は成分（Ｂ）のいずれかが添加されていない場合
は、硬化膜の破断伸度が３５％以上の場合でも、良好な高速屈曲性の評価結果が得られな
かった。また、比較例５～１０のように、成分（Ｃ）として、ポリエーテル系ウレタンオ
リゴマーを配合せずに、カプロラクトン系ウレタンオリゴマーやウレタンアクリレートオ
リゴマーを用いた場合は、硬化膜の破断伸度が２０％以下と低かった。それに伴い、高速
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屈曲性の評価結果が悪いものとなった。
【００９６】
　＜４－４．成分（Ｃ）の種類と破断伸度との関係について＞
　次に、成分（Ｃ）の種類を替え、成分（Ｃ）の種類と破断伸度との関係について検証し
た。成分（Ｃ１）として、官能基数１０、オリゴマー伸度９％のポリエーテル系ウレタン
オリゴマー（ＵＴ５４６７、日本合成化学（株）製）、成分（Ｃ２）として、官能基数２
、オリゴマー伸度２５０％のポリエーテル系ウレタンオリゴマー（ＵＴ５４９０、日本合
成化学（株）製）、成分（Ｃ３）として、官能基数６、オリゴマー伸度３４％のポリエー
テル系ウレタンオリゴマー（ＵＴ５４８９、日本合成化学（株）製）、成分（Ｃ４）とし
て、官能基数５、オリゴマー伸度７２％のポリエーテル系ウレタンオリゴマー（ＵＴ５５
２２、日本合成化学（株）製）、成分（Ｃ５）として、官能基数４、オリゴマー伸度１１
０％のポリエーテル系ウレタンオリゴマー（ＵＴ５５２３、日本合成化学（株）製）、成
分（Ｃ６）として、官能基数１０、オリゴマー伸度１６％のポリエーテル系ウレタンオリ
ゴマー（ＵＴ５４９５、日本合成化学（株）製）、成分（Ｃ７）として、官能基数１０、
オリゴマー伸度１３％のポリエーテル系ウレタンオリゴマー（ＵＴ５４９６、日本合成化
学（株）製）、成分（Ｃ８）として、官能基数１０、オリゴマー伸度５０％のポリエーテ
ル系ウレタンオリゴマー（ＵＴ５４９７、日本合成化学（株）製）、及び、成分（Ｃ９）
として、官能基数１０、オリゴマー伸度３９％のポリエーテル系ウレタンオリゴマー（Ｕ
Ｔ５５０６、日本合成化学（株）製）を使用した。これら以外は、実施例１と同一成分を
使用した。
【００９７】
　［比較例１１］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ３）（ＵＴ５４８９）４３．６ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は１１％、硬化膜のマルテンス硬度は２１４Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は２、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○
、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【００９８】
　［比較例１２］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ４）（ＵＴ５５２２）４３．６ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は１４％、硬化膜のマルテンス硬度は１９９Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は４、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○
、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は×であった。
【００９９】
　［比較例１３］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ５）（ＵＴ５５２３）４３．６ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は１８％、硬化膜のマルテンス硬度は１８３Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は５、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○
、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は×であった。
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【０１００】
　［比較例１４］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ６）（ＵＴ５４９５）４３．６ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は１０％、硬化膜のマルテンス硬度は２２２Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○
、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【０１０１】
　［比較例１５］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ７）（ＵＴ５４９６）４３．６ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は１０％、硬化膜のマルテンス硬度は２２３Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○
、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【０１０２】
　［比較例１６］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ８）（ＵＴ５４９７）４３．６ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は１２％、硬化膜のマルテンス硬度は２０８Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は１、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○
、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は×であった。
【０１０３】
　［比較例１７］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ９）（ＵＴ５５０６）４３．６ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は１１％、硬化膜のマルテンス硬度は２１２Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は２、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○
、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【０１０４】
　［比較例１８］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ４
）（ＵＴ５５２２）６３．０ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均
一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。ま
た、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積
層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は１７％、硬化膜のマルテンス硬度は１８７Ｎ
／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は４、積層フィルムのス
チールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性
の評価は×であった。
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【０１０５】
　［比較例１９］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ５
）（ＵＴ５５２３）６３．０ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均
一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。ま
た、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積
層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は２４％、硬化膜のマルテンス硬度は１６４Ｎ
／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は７、積層フィルムのス
チールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性
の評価は×であった。
【０１０６】
　［実施例１２］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ２
）（ＵＴ５４９０）６３．０ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均
一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。ま
た、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積
層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は８６％、硬化膜のマルテンス硬度は８２Ｎ／
ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのス
チールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性
の評価は×であった。
【０１０７】
　［比較例２０］
　表４に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ８
）（ＵＴ５５２３）６３．０ｗｔ％、及び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均
一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。ま
た、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積
層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は１４％、硬化膜のマルテンス硬度は２００Ｎ
／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は６、積層フィルムのス
チールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性
の評価は×であった。
【０１０８】
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【表４】

【０１０９】
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　比較例１１～２０のように、成分（Ｃ）として、オリゴマー伸度が２００％未満のポリ
エーテル系ウレタンオリゴマーを用いた場合、硬化膜の破断伸度が低かった。一方、実施
例１，１２のように、オリゴマー伸度が２００％以上のポリエーテル系ウレタンオリゴマ
ーを用いた場合、硬化膜の破断伸度が３５％以上と高かった。それに伴い、高速屈曲性の
評価結果が悪いものとなった。
【０１１０】
　＜４－５．保護コート層の膜厚と高速屈曲性との関係について＞
　次に、保護コート層の膜厚と高速屈曲性との関係について検証した。成分（Ａ）～成分
（Ｄ）は、実施例１と同一成分を使用した。
【０１１１】
　［実施例１３］
　表５に示すように、実施例１と同一の溶質成分濃度の光硬化性組成物を調製し、厚み８
０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み１μ
ｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【０１１２】
　［実施例１４］
　表５に示すように、実施例１と同一の溶質成分濃度の光硬化性組成物を調製し、厚み８
０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み３μ
ｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【０１１３】
　［実施例１５］
　表５に示すように、実施例１と同一の溶質成分濃度の光硬化性組成物を調製し、厚み８
０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み４μ
ｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【０１１４】
　［比較例２１］
　表５に示すように、実施例１と同一の溶質成分濃度の光硬化性組成物を調製し、厚み８
０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み５μ
ｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は８、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムの
アルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。
【０１１５】



(26) JP 6505993 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

【表５】

【０１１６】
　実施例１，実施例１３～１５、比較例２１より、保護コート層の厚さが１μｍ以上４μ
ｍ以下の場合、良好な高速屈曲性及び耐擦傷性が得られることが分かった。
【０１１７】
　＜５．第２の実施例＞
　第２の実施例では、第１の実施例のように、成分（Ａ）～成分（Ｄ）に加え、無機微粒
子（成分（Ｅ））を含有する光硬化性組成物を調製した。そして、第１の実施例と同様に
、光硬化性組成物を光重合させた硬化膜の破断伸度、及びマルテンス硬度を測定した。ま
た、光硬化性組成物からなる硬化層を基材フィルムの両面に形成して積層フィルムを作製
し、積層フィルムの高速屈曲性、及び耐擦傷性について評価した。さらに、積層フィルム
の密着性、及びアンチブロッキング機能を評価し、積層フィルムの表面粗さ、及びヘイズ
を測定した。なお、本発明はこれらの実施例に限定されるものではない。
【０１１８】
　密着性の評価、アンチブロッキング機能の評価、表面粗さの測定、及びヘイズの測定は
、次のように行った。
【０１１９】
　［密着性の評価］
　積層フィルム（５０ｍｍ×５０ｍｍ）の保護コート層に対し、カッターで直線状の切れ
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込みを入れ、１００個の碁盤目を形成した。その碁盤目に対し粘着テープ（セロハンテー
プ、ニチバン（株））を貼り付け、引き剥がした際に、粘着テープに転着せず、積層フィ
ルム側に残存した碁盤目の数を数えた。その数が１００個である場合を良好「○」と評価
し、１００個未満３０個以上である場合を普通「△」と評価し、３０個未満である場合を
不良「×」と評価した。
【０１２０】
　［アンチブロッキング機能の評価］
　積層フィルムのブロッキング性能値を測定した。すなわち、保護コート層の表面同士を
密着させた積層フィルムを短冊状に切り出し、密着面積４ｃｍ２（２ｃｍ×２ｃｍ）に荷
重（ｇ）を加え、その外観状態をブロッキング性能値とした。フィルム間の密着痕である
ニュートンリング発生状態が２０ｋｇ以上である場合を非常に良好「◎」と評価し、１０
ｋｇ以上２０ｋｇ未満である場合を良好「○」として評価し、３００ｇ以上１０ｋｇ未満
である場合を普通「△」として評価し、３００ｇ未満である場合を不良「×」として評価
した。
【０１２１】
　［表面粗さの測定］
　ＡＦＭ（ＳＰＡ４００、（株）日立ハイテクサイエンス製）を用いて、積層フィルムの
保護コート層の表面粗さを測定した。
【０１２２】
　［ヘイズの測定］
　積層フィルムについて、ヘイズメーター（ＨＭ１５０、（株）村上色彩技術研究所製）
を使用し、ＪＩＳＫ ７１３６に準拠してヘイズを測定した。
【０１２３】
　＜５－１．実施例１に成分（Ｅ）を添加＞
　３官能以上の（メタ）アクリレートモノマー（成分（Ａ））として、ペンタエリストリ
ールトリアクリレート（Ｍ－３０５、東亞合成（株）製）、２官能の（メタ）アクリレー
トモノマー（成分（Ｂ））として、トリシクロデカンジメタノールジアクリレート（ＤＣ
Ｐ－Ａ、共栄社化学（株）製）、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（成分（Ｃ１
））として、官能基数１０、オリゴマー伸度９％のポリエーテル系ウレタンオリゴマー（
ＵＴ５４６７、日本合成化学（株）製）、ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー（成
分（Ｃ２））として、官能基数２、オリゴマー伸度２５０％のポリエーテル系ウレタンオ
リゴマー（ＵＴ５４９０、日本合成化学（株）製）、光重合開始剤（成分（Ｄ））として
、２－ヒドロキシ－１－｛４－［２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオニル］－ベンジ
ル｝フェニル｝－２－メチル－プロパン－１－オン（イルガキュア（ＩＲＧＡＣＵＲＥ）
１２７、ＢＡＳＦジャパン社製）、（成分（Ｅ））として、アルキル基を有するシランカ
ップリング剤で表面処理した平均粒子径が３０ｎｍである凝集体（Ｍ４４、ＣＩＫナノテ
ック（株）製）を使用した。
【０１２４】
　［実施例１］
　表６に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１９．４ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４３．７ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は
○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の
評価は○、アンチブロッキング機能は×、表面粗さは０．５ｎｍ、ヘイズは０．２３％で
あった。
【０１２５】
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　［実施例１６］
　表６に示すように、実施例１の成分に成分（Ｅ）を添加し、成分（Ａ）２２．６ｗｔ％
、成分（Ｂ）９．０ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）１８．０ｗｔ％、成分（Ｃ２
）（ＵＴ５４９０）４０．６ｗｔ％、成分（Ｄ）２．８ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）７．０
ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μ
ｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの
保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜の
マルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回
数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのア
ルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロ
ッキング機能は×、表面粗さは２．０ｎｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１２６】
　［実施例１７］
　表６に示すように、実施例１の成分に成分（Ｅ）を添加し、成分（Ａ）２２．１ｗｔ％
、成分（Ｂ）８．８ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）１７．７ｗｔ％、成分（Ｃ２
）（ＵＴ５４９０）３９．６ｗｔ％、成分（Ｄ）２．７ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）９．０
ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μ
ｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの
保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜の
マルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回
数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのア
ルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロ
ッキング機能は○、表面粗さは３．３ｎｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１２７】
　［実施例１８］
　表６に示すように、実施例１の成分に成分（Ｅ）を添加し、成分（Ａ）２１．６ｗｔ％
、成分（Ｂ）８．６ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）１７．３ｗｔ％、成分（Ｃ２
）（ＵＴ５４９０）３８．８ｗｔ％、成分（Ｄ）２．７ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１１．
０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０
μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍ
の保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜
のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好
回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムの
アルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチブ
ロッキング機能は○、表面粗さは４．６ｎｍ、ヘイズは０．２４％であった。
【０１２８】
　［実施例１９］
　表６に示すように、実施例１の成分に成分（Ｅ）を添加し、成分（Ａ）２１．１ｗｔ％
、成分（Ｂ）８．４ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４６７）１６．９ｗｔ％、成分（Ｃ２
）（ＵＴ５４９０）３８．０ｗｔ％、成分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１３．
０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０
μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍ
の保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜
のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好
回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムの
アルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチブ
ロッキング機能は◎、表面粗さは６．０ｎｍ、ヘイズは０．２５％であった。
【０１２９】
　［実施例２０］
　表６に示すように、実施例１の成分に成分（Ｅ）を添加し、成分（Ａ）２０．６ｗｔ％
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）（ＵＴ５４９０）３７．１ｗｔ％、成分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１５．
０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０
μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍ
の保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸度は４１％、硬化膜
のマルテンス硬度は１２５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好
回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムの
アルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチブ
ロッキング機能は◎、表面粗さは８．０ｎｍ、ヘイズは０．３６％であった。
【０１３０】
　［実施例２１］
　表６に示すように、実施例１９と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬
化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィル
ムの両面にそれぞれ厚み１μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化
膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積
層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷
性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また
、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは６．５ｎｍ、ヘイズは０
．２５％であった。
【０１３１】
　［実施例２２］
　表６に示すように、実施例１９と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬
化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィル
ムの両面にそれぞれ厚み３μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化
膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積
層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷
性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また
、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は△、表面粗さは２．０ｎｍ、ヘイズは０
．２５％であった。
【０１３２】
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【表６】

【０１３３】
　実施例１６～実施例２０より、成分（Ｅ）を９．０ｗｔ％以上１５．０ｗｔ％以下の範
囲で添加することにより、優れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。ま
た、実施例１９，２１，２２より、保護コート層の厚さが１μｍ以上３μｍ以下であるこ
とにより、優れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。
【０１３４】
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　＜５－２．実施例２に成分（Ｅ）を添加＞
　［実施例２］
　表７に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）２５．０ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３８．０ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は３７％、硬化膜のマルテンス硬度は１１８Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は
○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の
評価は○、アンチブロッキング機能は×、表面粗さは０．５ｎｍ、ヘイズは０．２３％で
あった。
【０１３５】
　［実施例２３］
　表７に示すように、成分（Ａ）２２．６ｗｔ％、成分（Ｂ）９．０ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）２３．３ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３５．３ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．８ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）７．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合する
ことにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５
μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを
作製した。硬化膜の破断伸度は３７％、硬化膜のマルテンス硬度は１１８Ｎ／ｍｍ２であ
った。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウー
ルによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○
であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は×、表面粗さは１．８ｎ
ｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１３６】
　［実施例２４］
　表７に示すように、成分（Ａ）２２．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．８ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）２２．８ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３４．５ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．７ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）９．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合する
ことにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５
μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを
作製した。硬化膜の破断伸度は３７％、硬化膜のマルテンス硬度は１１８Ｎ／ｍｍ２であ
った。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウー
ルによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○
であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は○、表面粗さは３．３ｎ
ｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１３７】
　［実施例２５］
　表７に示すように、成分（Ａ）２１．６ｗｔ％、成分（Ｂ）８．６ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）２２．３ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３３．８ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．７ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１１．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は３７％、硬化膜のマルテンス硬度は１１８Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は○、表面粗さは４．６
ｎｍ、ヘイズは０．２４％であった。
【０１３８】
　［実施例２６］
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　表７に示すように、成分（Ａ）２１．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．４ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）２１．８ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３３．１ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は３７％、硬化膜のマルテンス硬度は１１８Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは６．０
ｎｍ、ヘイズは０．２５％であった。
【０１３９】
　［実施例２７］
　表７に示すように、成分（Ａ）２０．６ｗｔ％、成分（Ｂ）８．２ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）２１．３ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３２．３ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１５．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は３５％、硬化膜のマルテンス硬度は１２８Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは８．０
ｎｍ、ヘイズは０．３６％であった。
【０１４０】
　［実施例２８］
　表７に示すように、実施例２６と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬
化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィル
ムの両面にそれぞれ厚み１μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化
膜の破断伸度は３７％、硬化膜のマルテンス硬度は１１８Ｎ／ｍｍ２であった。また、積
層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷
性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また
、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは６．４ｎｍ、ヘイズは０
．２５％であった。
【０１４１】
　［実施例２９］
　表７に示すように、実施例２６と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬
化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィル
ムの両面にそれぞれ厚み３μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化
膜の破断伸度は３７％、硬化膜のマルテンス硬度は１１８Ｎ／ｍｍ２であった。また、積
層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷
性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また
、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は△、表面粗さは２．０ｎｍ、ヘイズは０
．２５％であった。
【０１４２】
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【表７】

【０１４３】
　実施例２に成分（Ｅ）を添加した場合も、実施例１に成分（Ｅ）を添加した場合と同様
に、成分（Ｅ）を９．０ｗｔ％以上１５．０ｗｔ％以下の範囲で添加することにより、優
れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。また、保護コート層の厚さが１
μｍ以上３μｍ以下であることにより、優れたアンチブロッキング機能が得られることが
分かった。
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【０１４４】
　＜５－３．実施例３に成分（Ｅ）を添加＞
　［実施例３］
　表８に示すように、成分（Ａ）２４．３ｗｔ％、成分（Ｂ）９．７ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１３．０ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）５０．０ｗｔ％、及
び、成分（Ｄ）３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬化性組成物
を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィルムの両面に
それぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化膜の破断伸
度は５２％、硬化膜のマルテンス硬度は１００Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルム
の高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は
○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の
評価は○、アンチブロッキング機能は×、表面粗さは０．５ｎｍ、ヘイズは０．２３％で
あった。
【０１４５】
　［実施例３０］
　表８に示すように、成分（Ａ）２２．６ｗｔ％、成分（Ｂ）９．０ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１２．１ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４６．４ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．８ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）７．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合する
ことにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５
μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを
作製した。硬化膜の破断伸度は５２％、硬化膜のマルテンス硬度は１００Ｎ／ｍｍ２であ
った。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウー
ルによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○
であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は×、表面粗さは２．３ｎ
ｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１４６】
　［実施例３１］
　表８に示すように、成分（Ａ）２２．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．８ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１１．８ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４５．５ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．７ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）９．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合する
ことにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５
μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを
作製した。硬化膜の破断伸度は５２％、硬化膜のマルテンス硬度は１００Ｎ／ｍｍ２であ
った。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウー
ルによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○
であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は○、表面粗さは３．３ｎ
ｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１４７】
　［実施例３２］
　表８に示すように、成分（Ａ）２１．６ｗｔ％、成分（Ｂ）８．６ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１１．６ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４４．５ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．７ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１１．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は５２％、硬化膜のマルテンス硬度は１００Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は○、表面粗さは４．６
ｎｍ、ヘイズは０．２４％であった。
【０１４８】
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　［実施例３３］
　表８に示すように、成分（Ａ）２１．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．４ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１１．３ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４３．６ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は５２％、硬化膜のマルテンス硬度は１００Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは６．０
ｎｍ、ヘイズは０．２５％であった。
【０１４９】
　［実施例３４］
　表８に示すように、成分（Ａ）２０．６ｗｔ％、成分（Ｂ）８．２ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１１．１ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４２．５ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１５．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は４８％、硬化膜のマルテンス硬度は１１０Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは８．０
ｎｍ、ヘイズは０．３６％であった。
【０１５０】
　［実施例３５］
　表８に示すように、実施例３３と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬
化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィル
ムの両面にそれぞれ厚み１μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化
膜の破断伸度は５２％、硬化膜のマルテンス硬度は１００Ｎ／ｍｍ２であった。また、積
層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷
性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また
、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは６．４ｎｍ、ヘイズは０
．２５％であった。
【０１５１】
　［実施例３６］
　表８に示すように、実施例３３と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬
化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィル
ムの両面にそれぞれ厚み３μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化
膜の破断伸度は５２％、硬化膜のマルテンス硬度は１００Ｎ／ｍｍ２であった。また、積
層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷
性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また
、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は△、表面粗さは２．０ｎｍ、ヘイズは０
．２５％であった。
【０１５２】
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【表８】

【０１５３】
　実施例３に成分（Ｅ）を添加した場合も、実施例１に成分（Ｅ）を添加した場合と同様
に、成分（Ｅ）を９．０ｗｔ％以上１５．０ｗｔ％以下の範囲で添加することにより、優
れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。また、保護コート層の厚さが１
μｍ以上３μｍ以下であることにより、優れたアンチブロッキング機能が得られることが
分かった。
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【０１５４】
　＜５－４．平均粒子径２０ｎｍのメタクリル系凝集体の使用＞
　成分（Ｅ）として、メタクリル基を有するシランカップリング剤で表面処理した平均粒
子径が２０ｎｍである凝集体（Ｍ２３、ＣＩＫナノテック（株）製）を使用した。これ以
外は、実施例１と同一成分を使用した。
【０１５５】
　［実施例３７］
　表９に示すように、成分（Ａ）２２．６ｗｔ％、成分（Ｂ）９．０ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１８．０ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４０．６ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．８ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）７．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合する
ことにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５
μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを
作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であ
った。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウー
ルによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○
であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は×、表面粗さは１．８ｎ
ｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１５６】
　［実施例３８］
　表９に示すように、成分（Ａ）２２．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．８ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１７．７ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３９．６ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．７ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）９．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合する
ことにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５
μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを
作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であ
った。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウー
ルによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○
であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は○、表面粗さは３．６ｎ
ｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１５７】
　［実施例３９］
　表９に示すように、成分（Ａ）２１．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．４ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１６．９ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３８．０ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは４．２
ｎｍ、ヘイズは０．２５％であった。
【０１５８】
　［実施例４０］
　表９に示すように、成分（Ａ）２０．６ｗｔ％、成分（Ｂ）８．２ｗｔ％、成分（Ｃ１
）（ＵＴ５４６７）１６．５ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３７．１ｗｔ％、成
分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１５．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は４１％、硬化膜のマルテンス硬度は１２５Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
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ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは５．５
ｎｍ、ヘイズは０．３６％であった。
【０１５９】
　［実施例４１］
　表９に示すように、実施例３９と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬
化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィル
ムの両面にそれぞれ厚み１μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化
膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積
層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷
性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また
、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは５．１ｎｍ、ヘイズは０
．２５％であった。
【０１６０】
　［実施例４２］
　表９に示すように、実施例３９と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光硬
化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィル
ムの両面にそれぞれ厚み３μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬化
膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積
層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷
性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また
、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は△、表面粗さは２．０ｎｍ、ヘイズは０
．２５％であった。
【０１６１】



(39) JP 6505993 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

【表９】

【０１６２】
　実施例３７～実施例４０より、成分（Ｅ）を９．０ｗｔ％以上１５．０ｗｔ％以下の範
囲で添加することにより、優れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。ま
た、実施例３９，４１，４２より、保護コート層の厚さが１μｍ以上３μｍ以下であるこ
とにより、優れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。すなわち、成分（
Ｅ）として、平均粒子径２０ｎｍのメタクリル系凝集体を添加しても、優れたアンチブロ
ッキング機能が得られることが分かった。
【０１６３】
　＜５－５．平均粒子径３０ｎｍのメタクリル系凝集体の使用＞
　成分（Ｅ）として、メタクリル基を有するシランカップリング剤で表面処理した平均粒
子径が３０ｎｍである凝集体（Ｍ０６、ＣＩＫナノテック（株）製）を使用した。これ以
外は、実施例１と同一成分を使用した。
【０１６４】
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　［実施例４３］
　表１０に示すように、成分（Ａ）２２．６ｗｔ％、成分（Ｂ）９．０ｗｔ％、成分（Ｃ
１）（ＵＴ５４６７）１８．０ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４０．６ｗｔ％、
成分（Ｄ）２．８ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）７．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は×、表面粗さは１．６
ｎｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１６５】
　［実施例４４］
　表１０に示すように、成分（Ａ）２２．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．８ｗｔ％、成分（Ｃ
１）（ＵＴ５４６７）１７．７ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３９．６ｗｔ％、
成分（Ｄ）２．７ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）９．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は○、表面粗さは２．５
ｎｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１６６】
　［実施例４５］
　表１０に示すように、成分（Ａ）２１．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．４ｗｔ％、成分（Ｃ
１）（ＵＴ５４６７）１６．９ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３８．０ｗｔ％、
成分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合
することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み
７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィル
ムを作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２

であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチール
ウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価
は○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは４．
３ｎｍ、ヘイズは０．２５％であった。
【０１６７】
　［実施例４６］
　表１０に示すように、成分（Ａ）２０．６ｗｔ％、成分（Ｂ）８．２ｗｔ％、成分（Ｃ
１）（ＵＴ５４６７）１６．５ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３７．１ｗｔ％、
成分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１５．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合
することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み
７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィル
ムを作製した。硬化膜の破断伸度は４１％、硬化膜のマルテンス硬度は１２５Ｎ／ｍｍ２

であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチール
ウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価
は○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは５．
５ｎｍ、ヘイズは０．３６％であった。
【０１６８】
　［実施例４７］
　表１０に示すように、実施例４５と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光
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硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィ
ルムの両面にそれぞれ厚み１μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬
化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、
積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦
傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。ま
た、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは５．４ｎｍ、ヘイズは
０．２５％であった。
【０１６９】
　［実施例４８］
　表１０に示すように、実施例４５と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光
硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィ
ルムの両面にそれぞれ厚み３μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬
化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、
積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦
傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。ま
た、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は△、表面粗さは２．０ｎｍ、ヘイズは
０．２５％であった。
【０１７０】
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【表１０】

【０１７１】
　実施例４３～実施例４６より、成分（Ｅ）を９．０ｗｔ％以上１５．０ｗｔ％以下の範
囲で添加することにより、優れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。ま
た、実施例４５，４７，４８より、保護コート層の厚さが１μｍ以上３μｍ以下であるこ
とにより、優れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。すなわち、成分（
Ｅ）として、平均粒子径３０ｎｍのメタクリル系凝集体を添加しても、優れたアンチブロ
ッキング機能が得られることが分かった。
【０１７２】
　＜５－６．平均粒子径４０ｎｍのメタクリル系凝集体の使用＞
　成分（Ｅ）として、メタクリル基を有するシランカップリング剤で表面処理した平均粒
子径が４０ｎｍである凝集体（Ｍ１８、ＣＩＫナノテック（株）製）を使用した。これ以
外は、実施例１と同一成分を使用した。
【０１７３】
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　［実施例４９］
　表１１に示すように、成分（Ａ）２２．６ｗｔ％、成分（Ｂ）９．０ｗｔ％、成分（Ｃ
１）（ＵＴ５４６７）１８．０ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）４０．６ｗｔ％、
成分（Ｄ）２．８ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）７．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は×、表面粗さは１．７
ｎｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１７４】
　［実施例５０］
　表１１に示すように、成分（Ａ）２２．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．８ｗｔ％、成分（Ｃ
１）（ＵＴ５４６７）１７．７ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３９．６ｗｔ％、
成分（Ｄ）２．７ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）９．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合す
ることにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７
５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルム
を作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２で
あった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウ
ールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は
○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は○、表面粗さは２．６
ｎｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１７５】
　［実施例５１］
　表１１に示すように、成分（Ａ）２１．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．４ｗｔ％、成分（Ｃ
１）（ＵＴ５４６７）１６．９ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３８．０ｗｔ％、
成分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合
することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み
７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィル
ムを作製した。硬化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２

であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチール
ウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価
は○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは４．
８ｎｍ、ヘイズは０．２５％であった。
【０１７６】
　［実施例５２］
　表１１に示すように、成分（Ａ）２０．６ｗｔ％、成分（Ｂ）８．２ｗｔ％、成分（Ｃ
１）（ＵＴ５４６７）１６．５ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３７．１ｗｔ％、
成分（Ｄ）２．６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１５．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合
することにより光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み
７５μｍ基材フィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィル
ムを作製した。硬化膜の破断伸度は４１％、硬化膜のマルテンス硬度は１２５Ｎ／ｍｍ２

であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチール
ウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価
は○であった。また、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは５．
５ｎｍ、ヘイズは０．３６％であった。
【０１７７】
　［実施例５３］
　表１１に示すように、実施例５１と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光
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硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィ
ルムの両面にそれぞれ厚み１μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬
化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、
積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦
傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。ま
た、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は◎、表面粗さは５．５ｎｍ、ヘイズは
０．２５％であった。
【０１７８】
　［実施例５４］
　表１１に示すように、実施例５１と同一の溶質成分濃度で均一に混合することにより光
硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フィ
ルムの両面にそれぞれ厚み３μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。硬
化膜の破断伸度は４５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、
積層フィルムの高速屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦
傷性の評価は○、積層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。ま
た、密着性の評価は○、アンチブロッキング機能は△、表面粗さは２．０ｎｍ、ヘイズは
０．２５％であった。
【０１７９】
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【表１１】

【０１８０】
　実施例４９～実施例５２より、成分（Ｅ）を９．０ｗｔ％以上１５．０ｗｔ％以下の範
囲で添加することにより、優れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。ま
た、実施例５１，５３，５４より、保護コート層の厚さが１μｍ以上３μｍ以下であるこ
とにより、優れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。すなわち、成分（
Ｅ）として、平均粒子径４０ｎｍのメタクリル系凝集体を添加しても、優れたアンチブロ
ッキング機能が得られることが分かった。
【０１８１】
　＜５－７．成分（Ｅ）の種類、粒径について＞
　成分（Ｅ１）として、平均粒子径１５ｎｍのシリカゾル（ＭＥＫ－ＳＴ（メチルエチル
ケトンに分散したシリカゾル）、日産化学工業（株）製）、成分（Ｅ２）として、平均粒
子径３０ｎｍのメタクリル基を有するシランカップリング剤で表面処理した分散体（Ｈ８
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３、ＣＩＫナノテック（株）製）、成分（Ｅ３）として、平均粒子径３０ｎｍのアルキル
基を有するシランカップリング剤で表面処理した分散体（Ｅ８３、ＣＩＫナノテック（株
）製）、成分（Ｅ４）として、平均粒子径３０ｎｍのアルキル基を有するシランカップリ
ング剤で表面処理した凝集体（Ｈ９４、ＣＩＫナノテック（株）製）、成分（Ｅ５）とし
て、平均粒子径５０ｎｍのシリカゾル（ＭＥＫ－ＳＴＬ（メチルエチルケトンに分散した
シリカゾル）、日産化学工業（株）製）、成分（Ｅ６）として、平均粒子径５０ｎｍのシ
リカゾル（ＩＰＡ－ＳＴＬ（イソプロピルアルコールに分散したシリカゾル）、日産化学
工業（株）製）、成分（Ｅ７）として、平均粒子径１００ｎｍのメタクリル基を有するシ
ランカップリング剤で表面処理した分散体（Ｅ６５、ＣＩＫナノテック（株）製）、成分
（Ｅ８）として、平均粒子径１００ｎｍのアルキル基を有するシランカップリング剤で表
面処理した分散体（Ｈ８６、ＣＩＫナノテック（株）製）、成分（Ｅ９）として、平均粒
子径１００ｎｍのメタクリル基を有するシランカップリング剤で表面処理した凝集体（Ｋ
２６、（株）製）、成分（Ｅ１０）として、平均粒子径１００ｎｍのシリカゾル（ＩＰＡ
－ＳＴ－ＺＬ（イソプロピルアルコールに分散したシリカゾル）、日産化学工業（株）製
）、成分（Ｅ１１）として、平均粒子径１００ｎｍのシリカゾル（ＭＥＫ－ＳＴ－ＺＬ（
メチルエチルケトンに分散したシリカゾル）、日産化学工業（株）製）を使用した。これ
以外は、実施例１と同一成分を使用した。
【０１８２】
　また、成分（Ａ）２１．１ｗｔ％、成分（Ｂ）８．４ｗｔ％、成分（Ｃ１）（ＵＴ５４
６７）１６．９ｗｔ％、成分（Ｃ２）（ＵＴ５４９０）３８．０ｗｔ％、成分（Ｄ）２．
６ｗｔ％、及び、成分（Ｅ）１３．０ｗｔ％の溶質成分濃度で均一に混合することにより
光硬化性組成物を調製し、厚み８０μｍの硬化膜を作製した。また、厚み７５μｍ基材フ
ィルムの両面にそれぞれ厚み２μｍの保護コート層を形成し、積層フィルムを作製した。
【０１８３】
　［実施例５５］
　表１２に示すように、成分（Ｅ１）を添加したときの硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチ
ブロッキング機能は×、表面粗さは０．６ｎｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１８４】
　［実施例５６］
　表１２に示すように、成分（Ｅ２）を添加したときの硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチ
ブロッキング機能は×、表面粗さは１．１ｎｍ、ヘイズは０．２５％であった。
【０１８５】
　［実施例５７］
　表１２に示すように、成分（Ｅ３）を添加したときの硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチ
ブロッキング機能は×、表面粗さは２．０ｎｍ、ヘイズは０．２５％であった。
【０１８６】
　［実施例５８］
　表１２に示すように、成分（Ｅ４）及び分散剤を添加したときの硬化膜の破断伸度は４
５％、硬化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速
屈曲性の良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積
層フィルムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は
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×、アンチブロッキング機能は○、表面粗さは２．９ｎｍ、ヘイズは０．２５％であった
。
【０１８７】
　［実施例５９］
　表１２に示すように、成分（Ｅ５）を添加したときの硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチ
ブロッキング機能は×、表面粗さは０．８ｎｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１８８】
　［実施例６０］
　表１２に示すように、成分（Ｅ６）を添加したときの硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチ
ブロッキング機能は×、表面粗さは０．８ｎｍ、ヘイズは０．２３％であった。
【０１８９】
　［実施例６１］
　表１２に示すように、成分（Ｅ７）を添加したときの硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は×、アンチ
ブロッキング機能は×、表面粗さは０．９ｎｍ、ヘイズは０．２４％であった。
【０１９０】
　［実施例６２］
　表１２に示すように、成分（Ｅ８）を添加したときの硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は×、アンチ
ブロッキング機能は×、表面粗さは０．９ｎｍ、ヘイズは０．２４％であった。
【０１９１】
　［実施例６３］
　表１２に示すように、成分（Ｅ９）を添加したときの硬化膜の破断伸度は４５％、硬化
膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の良
好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィルム
のアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アンチ
ブロッキング機能は×、表面粗さは１．０ｎｍ、ヘイズは０．２５％であった。
【０１９２】
　［実施例６４］
　表１２に示すように、成分（Ｅ１０）を添加したときの硬化膜の破断伸度は４５％、硬
化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の
良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィル
ムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アン
チブロッキング機能は×、表面粗さは０．８ｎｍ、ヘイズは０．２７％であった。
【０１９３】
　［実施例６５］
　表１２に示すように、成分（Ｅ１１）を添加したときの硬化膜の破断伸度は４５％、硬
化膜のマルテンス硬度は１１５Ｎ／ｍｍ２であった。また、積層フィルムの高速屈曲性の
良好回数は１０、積層フィルムのスチールウールによる耐擦傷性の評価は○、積層フィル
ムのアルコール綿棒による耐擦傷性の評価は○であった。また、密着性の評価は○、アン
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【０１９４】



(49) JP 6505993 B2 2019.4.24

10

20

30

40

50

【表１２】

【０１９５】
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　平均粒子径が１０ｎｍ以上５０ｎｍ以下の凝集体である無機微粒子を添加することによ
り、優れたアンチブロッキング機能が得られることが分かった。また、アルキル基又は（
メタ）アクリロイル基を有するシランカップリング剤により表面処理されていることによ
り、バインダー成分との親和性、結合性が高められ、優れたアンチブロッキング機能が得
られることが分かった。
【符号の説明】
【０１９６】
　１１　基材フィルム、１２　保護コート層、１３　積層フィルム、１４　透明電極、１
５Ａ，１５Ｂ　タッチパネル用積層フィルム、１６　光学調整層
 

【図１】

【図２】

【図３】
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